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を示し，信号発生領域の約 2 倍が実質分解能であることを見い出している。また， x線信号により
元素濃度分布像を得るときのコントラストと分解能の関係も明らかにしている。
以上のように，本論文は多種の材料の電子線マイクロアナリシスにおける空間分解能すなわち局所
解析精度について，多くの新しい知見を与えており，その成果は材料工学に寄与するところが大きい O
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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